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イネ い も ち病 菌 ク リソ ウ イ ルス の 網 羅的 な 性 状解 析 及 び  
宿主 菌 に 与え る 影 響に 関 す る研 究  
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菌 類 ウ イ ル ス (マ イ コ ウ イ ル ス )は 糸 状 菌 ・ 酵 母 ・ 栽 培 キ ノ コ な ど に 感 染 す る
ウイ ル ス であ り 、 現在 で は 菌界 の 広 範囲 の 宿 主か ら 検 出さ れ て いる 。 そ れら の
ウイ ル ス ゲノ ム は 2 本鎖 R N A ( d o u b l e - s t r a n d e d  R N A ;  d s R N A )、 1 本 鎖 R N A、  1
本鎖 D N A を ゲ ノム とし て 存 在し て お り、そ の 報告 数 は 年 々増 加 し てい る 。か つ
ては 宿 主 菌に 影 響 を与 え な い潜 伏 性 ウイ ル ス と考 え ら れる こ と も多 か っ たが 、
近年 報 告 数の 増 加 や解 析 技 術が 発 展 する に つ れ宿 主 菌 の形 質 に エピ ジ ェ ネテ ィ
ック な 変 化を も た らす 細 胞 質因 子 と して 注 目 され て い る。 こ れ まで 多 く の植 物
病原 糸 状 菌や 一 部 のヒ ト 病 原糸 状 菌 にお い て 、宿 主 菌 の病 原 力 と連 動 す る マ イ
コウ イ ル スが 見 出 され て い る 。こ れ ら は 、宿 主 菌 /ウ イ ル ス間 の 相 互作 用 研 究の
材料 で あ ると 同 時 に、 宿 主 病原 菌 の 生物 的 制 御に 応 用 でき る 可 能性 が あ る。 と
りわ け 植 物病 原 菌 にお い て はマ イ コ ウイ ル ス を利 用 し た新 た な 防除 技 術 の開 発
が 期 待 さ れ て い る 。 水 稲 生 産 上 の 重 要 病 害 で あ る イ ネ い も ち 病 の 病 原 菌
M a g n a p o r t h e  o r y z a e にお い て もマ イ コ ウイ ル ス が 検 出 さ れて い る 。本 研 究 で は、
ベト ナ ム 及び 日 本 国内 に て 分離 さ れ たイ ネ い もち 病 菌 株 に 感 染 する ク リ ソウ イ
ルス M a g n a p o r t h e  o r y z a e  c h r y s o v i r u s  ( M o C V 1 )の ウ イル ス 学 的 ・ 生 化 学的 な 性 状
解析 を 行 なっ た 。さ らに 、M o C V 1 感 染 がイ ネ い もち 病 菌 の病 原 性 と 密 接 に 相関
する メ ラ ニン 生 合 成系 に 対 して 与 え てい る 影 響に つ い て 報 告 す る。  
 ま ず ベ トナ ム 分 離株 か ら 検出 さ れ た M o C V 1 - A と 同 一植 物 体 上か ら 分 離さ れ
な が ら も、 宿 主 菌 に 与 え る表 現 型 の 変 化 が より 顕 著 な M o C V 1 - A - a に 関 し て 性
状解 析 を 行う と と もに 、M o C V 1 - A と の宿 主 菌 への 作 用 性の 違 い につ い て 論じ た 。 
日本 国 内 分離 株 で は 、M a g n a p o r t h e  o r y z a e  v i r u s  2  ( M o V 2 )や M a g n a p o r t h e  o r y z a e  
p a r t i t i v i r u s  1  ( M o P V 1 )とと も に 秋田 県 分離 株 A P U 1 0 - 1 9 9 A 株に 共 感染 し て いた
M a g n a p o r t h e  o r y z a e  c h r y s o v i r u s  1 - D  ( M o C V 1 - D )を 中 心に 、 他県 分 離 株か ら 検 出
され た M o C V 1 - D 近 縁ウ イ ル スも 解 析 した 。 秋 田県 分 離 株 A P U 1 0 - 1 9 9 A か ら単
胞子 分 離 法で 各 ウ イル ス が フリ ー 化 した 菌 株 が得 ら れ た。 そ れ らの 表 現 型を 比
較す る と 、3 種 の ウ イル ス の 中で M o C V 1 - D が 宿 主 菌の 気 中 菌糸 の 抑 制・菌 叢 の
ア ル ビ ノ 化 な ど の 生 育 阻 害 に 最 も 相 関 し て い る と 考 え ら れ た 。 M o C V 1 - D の
d s R N A ゲ ノム は 、 5 本に 分 節 化さ れ た 構造 で 、 各セ グ メ ント は ベ トナ ム 分 離ク
リ ソ ウ イ ル ス と 高 い 相 同 性 を 示 し た 。 R d R p 配 列 に 基 づ く 分 子 系 統 解 析 で は
M o C V 1 - A や M o C V 1 - B と 極 めて 近 縁 な クレ ー ド を形 成 し 、C h r y s o v i r i d a e - c l u s t e r  
I I に 分 類 さ れ た。 M o C V 1 - D がコ ー ド す る O R F 4 p を出 芽 酵 母内 で 高 発現 さ せ る
と、宿 主の 細 胞 傷 害を 誘 導 した 。 M o C V 1 - D  O R F 4 p や O R F 3 p を E .  c o l i 内 で 発 現
させ る と 不溶 性 画 分か ら 大 量に 回 収 され 、 そ れら を 抗 原タ ン パ ク質 と し て抗 血
清を 作 製 した 。異な る培 養 期 間 の A P U 1 0 - 1 9 9 A 株 か らそ れ ぞれ 精 製 し た M o C V 1 -
D 粒子 画 分に 対 し て 、 作 製 した 抗 血 清で ウ ェ スタ ン ブ ロッ ト 解 析を 行 っ た。 長
期培 養 に よっ て M o C V 1 - D 由 来 タン パ ク質 は 全 長 発 現 型 から 分 解 型 へ と プ ロセ
ッシ ン グ され 、M o C V 1 粒子 タ ン パク 質 の宿 主 菌 内に お け る部 分 分 解現 象 の 普遍
性を 確 認 した 。 ま た、 短 期 培養 菌 体 中で は M o C V 1 - D 粒子 タ ン パク 質 は 糖鎖 修
飾さ れ て いた 。菌糸 融合 に よ って M o C V 1 - D は 遺 伝 的に 異 系 統な P 2 株 へ 水 平伝
播し ウ イ ルス 粒 子 を構 築 し た 。 さ ら に、 精 製 した M o C V 1 - D 分 解 型ウ イ ル ス粒
子は プ ロ トプ ラ ス ト - P E G 法 に よっ て P 2 株及び M o V 2 / M o C V 1 - D フ リ ー化 株 へ
直 接 導 入 が 可 能 で あ っ た 。 A P U 1 0 - 1 9 9 A 株 を フ ラ ス コ 振 盪 や 微 生 物 培 養 装 置 で
長期 間 培 養す る と 、培 養 上 清か ら M o C V 1 - D だけ で な く 混合 感 染 す る M o V 2 や
M o P V 1 の d s R N A も 同時 に 検 出さ れ た 。  
M o C V 1 - D が 宿主 菌 に与 え る 影響 を 解 析す る た め、本 菌 の 病原 性 や 感染 生 理 と
密接 に 関 わる メ ラ ニン に 注 目し た 。逆 相ク ロ マ トグ ラ フ ィー と U H P L C - T O F - M S
によ る 質 量分 析 に よっ て M o C V 1 - D 感 染株 で は M o C V 1 - D フリ ー 化 株と 比 較 して
メ ラ ニ ン 生 合 成 系 の 中 間 体 s c y t a l o n e の 含 量 が 顕 著 に 低 下 し て い る こ と が 定性
的に 明 ら かと な り 、こ れ が 菌叢 の ア ルビ ノ 化 に関 与 し てい る 可 能性 が 示 唆さ れ
た。 し か し、 既 存 のメ ラ ニ ン合 成 阻 害剤 共 存 下 で 培 養 した M o C V 1 - D 感 染株 で
は s c y t a l o n e が ある 程度 蓄 積 して い た こと か ら、M o C V 1 - D は s c y t a l o n e 合 成 を完
全に 阻 害 しな い と 考え ら れ た。  
本 研究 成 果 は、 ベ ト ナム 分 離 株だ け で なく 日 本 分離 株 か ら見 出 さ れた ク リソ
ウイ ル ス に関 し て 詳細 な 生 化学 的 特 徴を 明 ら かに し 、 クリ ソ ウ イル ス が 宿主 菌
の二 次 代 謝系 に 与 える 影 響 に関 し て 新た な 知 見を 提 示 した 。M o C V 1 - D の イネ い
もち 病 菌 に対 す る 作用 性 の 解明 は 宿 主 菌 /ウ イ ルス 間 相 互作 用 の 理解 を 深 め 、も
って 作 物 保護 及 び 農業 生 産 性の 向 上 に資 す る と期 待 さ れる 。  
 
 
 
